
Accord News 2016

2016/8/5EMS( 救急医療サービス ) ニュース 25
EMS ニュースの第 25号をお届けします。
JEMS 2015 年 12 月号より、「When Life’ s on the Line( 命がかかっているときに）」を取り上げました。
米国におけるテレフォン CPR の考え方と実際、そして今後の展望を紹介します。
内容が多いですので、25号と 26号に分けてお伝えします。
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次回は、TCPR プログラムと今後の課題について、
お伝えします。
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CPR:　倒れてから CPR( 心肺機能蘇生法 ) 実施までに 1分
経過する毎に推定約 5％生存率が下がる。だからこそ、院
外心停止 (OHCA=Out-of-Hospital Cardiac Arrest) 患者の生
存率の向上にはバイスタンダー CPR*1 が必須なのだ。バイ
スタンダーCPRによって生存率を倍増させることは可能だ。
しかし、CPRトレーニングを一般に広め、成人の心停止に
は胸骨圧迫をするだけでよいという大規模な公共キャン
ペーンにも関わらず、バイスタンダー CPRの実施率は
40％程度に留まっている。

TCPR: テレフォン CPR (TCPR= Telephone CPR）は CPR の
知識のない通報者に電話で CPR法を教えることだ。指示オ
ペレーターは現場のOHCA（院外心停止）を確認してから
CPRを指示する。CPR進行中は常に通報者とのコンタクト
を維持する。的確な TCPR はバイスタンダー CPRの成功率
を大幅に向上させるが、それでも心停止に関わる救急要請
を受けたとき、オペレーターはいくつかの問題に直面する。
（表１参照）。通報者は取り乱していることが多く、この人
を落ち着かせることは容易なことではない。言うことがはっ
きりしなかったり矛盾していたり時々電話口から離れてし
まったり、時には協力を頭から拒否する。加えてOHCA患
者は呼吸が苦しくて喘ぐことが多く、短い発作症状を示す
こともあり通報者とオペレーターの双方を混乱させること
がある。
冷静なオペレーターの指示が通報者を落ち着かせる。有能
なオペレーターは通報者に、まず助けがもうすぐ来ること
を知らせ、続いて次の二つの質問に答えてもらう。
1. 患者は意識があるか？　
2. 患者は普通に呼吸しているか？
NOなら直ちに CPRの指示を始める。まず通報者に「CPR
をすぐに始める必要がありますが、心配しないでください。
やり方はこちらから指示します。」と力強く伝える。しかし、

通報者は心停止らしいと理解しても、CPRの開始を遅らせ
たり、拒むことがある。よくあるのは、通報者が胸部圧迫
で患者を傷つけるのではないかとの恐れだが、患者が負傷
する危険性は極めて低い。Resusuciation Academy の研究
によると、胸骨圧迫を受けた患者 247 例のうち、バイス
タンダー CPRが原因で負傷したと思われる患者は僅かに 6
例（2％）だった。そのうち 5例は骨折だが、内臓器官の
損傷はなかった。通報者には胸骨圧迫が不可欠なだけでな
く、安全な救命手当だと確信させなければならない。
しばしば障壁になるのは、通報者が、患者を適切に胸骨圧
迫できる場所に移動させることが難しい場合だ。つまり患
者をベッドやソファ、椅子などから床への移動させるのが
困難な場合である。研究によると、バイスタンダー CPR
が必要な時に、患者が固い平坦な位置に居なかったケース
が 83％もあった。女性が男性を助けて CPRを開始する確
率は、男性が女性を助けた場合に比べて低いとは言えない。
通報者が複数人の場合は、CPRの成功確率が約 3.5 倍にな
る。バイスタンダー CPRに適した場所に患者を移動させ
るため、周りの人の助けを借りるよう通報者を励ますべき
だ。オペレーターは、CPRの開始を遅らせるあるいは阻む
障壁に注意し、頻繁に起こる障壁を特定し、プロトコルを
調整しなければならない。
その他の問題として、通報者に CPRをする自信のないこ
とがある。CPRのプロセスは複雑で運動能力を必要とする
と思い、緊急事態に自分は対応できないと感じるわけだ。
こんな場合、オペレーターは「やり方を最初から最後まで
説明するから必ずできる」と伝え、勇気づけて自信を持た
せることが必要である。
法的な不安があげられた場合は「善きサマリア人の法」*2
（Good Samaritan Laws）があり、一般市民の救命活動は
法的に守られていると伝えて、安心させることができる。
通報者は患者を助けるだけなのだ。

( JEMS December 2015, P.10  When Life’ s on the Line より抄訳 )

Telephone CPR can optimize bystander action in out-of-hospital cardiac arrest
バイスタンダ―によるテレフォン CPRが病院外での心肺停止者を救う - その 1

表 1：バイスタンダー CPR の障壁とオペレーターの解決策
障壁 オペレーターの解決策

通報者が心停止の確認困難
通報者が患者を負傷させないかと恐れている
通報者は人工呼吸で感染しないか恐れる
通報者は CPR をする自信がない
通報者は興奮し感情的で適切に行動できない
通報者は後日に訴えられるのを恐れる

分り易い前述の 2つの質問をする
CPR は傷害を与えないことを伝えて安心させる
胸骨圧迫のみの CPR 指示を出すと伝え安心させる
指示に従えばできることを伝えて安心させる
指示に従えばできることを伝えて安心させる
「善きサマリア人の法」により守られる旨伝える *2

オペレーターは通報者へ指示するとき、胸部の中央を強く速く押し、声を出して回数を数えさせる。これによってオペレーターは
胸骨圧迫のスピードを管理できる。注意深く継続的に指導することにより、EMSが到着するまで、適切な胸骨圧迫の深さとスピー
ドを維持できる。
＊1バイスタンダー CPR：アコード EMSニュース #21(2016/5/20) 参照
＊2 Good Samarian Law; 欧米諸国では一般的な「善きサマリア人の法」（日本では、法制化はされていないが故意あるいは重大な過失がなければ処置に
よる結果責任を問われることはないとされている・救急用語辞典）


